
遮煙袋について

1.はじめに

高層建築物，地下街等で発生した火災で一番恐ろし

い煙の流れを遮断する方法として，従来はシャッター

が用いられてきた。

シャッターはその構造上主主題性能が不十分であるば

かりでなく，作動機構に問題があり，一度閉鎖されて

しまうと避難の手段をうばってしまう欠点があった。

廊下，エレベーターシャフト，ダクトその他の必要

な場所で痩を遮断し，その流動をくい止める簡単な一

つの方法として遮煙袋を開発した。

これは，百貨庖の入口に設置されているエア・カー

テンが発想の端緒をなすものである。

これは，エア・マットのような形の袋の中に圧縮不

燃性ガスまたは圧縮空気を圧送して膨張させ，袋の外

面を天井，壁および床に密着させて煙の流れをくい止

めるばかりか，送風機や排煙彼等と併用して積極的に

建物の外へ煙を放出しようとする極めて簡単で効果的

な遮煙並びに送気排煙用器具である。

2. 形式と種類

遮煙袋は，使用方法のうえで次の 2通りに分類され

る。

( 1 ) 固定設備として建築物に設置しておく方法

(2) 消防隊が火災発生の際に持込む方法

廊下等の断面(幅員と高さ〉はピルの用途によって

まちまちであるから，袋の大きさを確実に断面に合っ

たものにするためには，固定設備にすることが理想的

であるが，袋の気室を数段にしておくことによって消

防隊が持込む形式のものであっても関口部に適合させ

ることができる。

固定設備用のもので:~ì，煙の流動方向に応じて空気

調整用ダクト等の縦穴にも任意の位置に設置すること

ができる。
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3. 楕造および機能

( 1 ) 固定段備としての遮煙袋

別図 lおよび写真は，標準的な寸法の廊下 (I!届1.8

m，高き 2.5m)の一部分にセットした遮煙袋の構造

および作動機構を示すものである。

写真 1

写真2

平常時，袋(1)は廊下の天井に巻き上げられ，天井の

一部を構成するボード(2)で支えられている。ボードの

片側は作動装置(3)のノプで固定され，廊下側に突起物

一つ見えないように締麗に設置されている。

このピルのいずれかの階で火災が発生し，煙が流動

してくると，袋の設置位置付近にある煙感知器(4)が煙
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第 J[詔段備用遮煙袋による避難階段区画
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法煙袋は，それぞれ手動操作もでき，集中管理主から

コントロールすることもできる。

又，消防隊員は呼吸保護器男、の使用時間を極端に縮

少できるなど，極めて有利である。

(2) 消防隊用としての遮煙袋

消防隊用の遮煙袋は，持運びが容易で軽量なものが

よく，建築物の廊下など，断面の不定な場所では第 2

図に示すような 2段に膨張するものが都合がよい。即

ち，まず内側をふくらませ，これをベースにして次に

区画に合うまで遂次外側をふくらませてゆくのであ

る。

このようなエアマット状の袋も，ガスや空気を入れ

ない状態では単に布地に過ぎないから，消防隊は火災

建物内の必要な場所に折りたたんだまま運び，不燃性

圧縮ガスボンベ，圧縮空気ボンベまたは送風機等を利

用して袋をふくらませ，セ γ 卜して煙の流動を抑える

のである。この袋は，家庭用の真空掃除機でも簡単に

ふくらませ，収納時の吸い出しにも至極便利でゐる。

消防隊用遮煙袋の最も大きな特長は，袋の中央部に

設けられた丸い穴を利用して消防隊員の進入や脱出が

できるばかりでなく，排煙車のプロワーから送られる

送風を利用して 500nl/min~1. OOOnl /minの空気をこ

の穴から階段室に送風して避難路を確保したり，さら

に進んで火災室側に送風して開放した火災室の窓から

煙を押出すなど，広範な応用が可能である。¥.5}IJ図3

参照〉

第3図送気排煙による避難階段の確保

鍾

4. 遮煙袋の諸元

遮煙袋の諸元は次のとおりである。

( 1 ) 材質(生地)
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ア.ナイロン糸210デニーノレ

縦糸 58本/25.4mm(1吋〕

横糸 58・/25.4mm( 1吋)

第2図消防隊用遮煙袋
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重量 115g /m' 

イ.コーティング材 ネオプレーン・ゴム

重量 535g /rn' 

ウ.加工地の物性
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8kg 

エ.耐熱性 1800C 

閥 ノメックス，カイノール，ガラス〈ハイパロ

ン，テフロン)， カーボン繊車並等の耐熱布地の

耐熱性，気密性および加工性についても試験研

究を行っている。

(2) 寸法

ア.標準型

幅1.8m，高さ2.5m，厚さ0.3m

イ.フリーサイズ型

(7)第一段目

幅1.8m，高さ2.5m，厚さ0.3m

付)第二段目

幅2.4m，高さ3.1m，厚さ0.3m

(3) 膨張時の内圧(適圧)

水柱200mm(0.019kgjc皿2)~300mm 

(0.029同jcm2)

火災室の圧力は水柱 3~7mmと考えられるから.

火災圧によって遮煙袋が外れることはない。

( 63 ) 


	00000001
	00000002
	00000003
	00000004
	00000005
	00000006
	00000007
	00000008
	00000009
	00000010
	00000011
	00000012
	00000013
	00000014
	00000015
	00000016
	00000017
	00000018
	00000019
	00000020
	00000021
	00000022
	00000023
	00000024
	00000025
	00000026
	00000027
	00000028
	00000029
	00000030
	00000031
	00000032
	00000033
	00000034
	00000035
	00000036
	00000037
	00000038
	00000039
	00000040
	00000041
	00000042
	00000043
	00000044
	00000045
	00000046
	00000047
	00000048
	00000049
	00000050
	00000051
	00000052
	00000053
	00000054
	00000055
	00000056
	00000057
	00000058
	00000059
	00000060
	00000061
	00000062
	00000063
	00000064
	00000065
	00000066
	00000067
	00000068
	00000069
	00000070
	00000071
	00000072
	00000073
	00000074
	00000075
	00000076
	00000077
	00000078
	00000079
	00000080
	00000081
	00000082
	00000083
	00000084
	00000085
	00000086



